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         編集・発行  小笠原村総務課                

〒100-2101 

          東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 
              FAX04998(2)3222 

 

 

 

ホ-ムペ-ジアドレス             

 https：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

10/15現在 

父島 

100/100 

母島  

98.1/100 

 

9月気象状況  (父島) 

最高気温 32.3℃ 

最低気温 24.1℃ 

平均気温 28.6℃ 

平均湿度 85％ 

月降水量 175.5mm 

住民基本台帳登録者数(10/1) 

      2,456人 

      父島   母島         

 人口  2,063人  393人 

 世帯  1,246     256 

                   
 

                
 

            

   

先
月
30
日
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
「熊
本
地

震
災
害
義
援
金
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
善
意
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

集
ま
り
ま
し
た
義
援
金
２５
万
６
５
０
１
円
は
、
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
熊
本
県
へ
寄
付
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

   

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
地
域
振
興
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

    

【募
集
期
間
】
１２
月
１
日(

火)

～
28
日(

月) 

【対
象
事
業
】 

○
特
産
品
開
発
に
関
す
る
事
業 

○
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

【補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
の
村
在
住
者
で
組
織
さ
れ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

  

【補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円

を
限
度
と
す
る
。 

【事
業
期
間
】 

12
月
１
日(

月)

～
令
和
９
年
11
月
30
日(

火) 

【申
請
書
提
出
先
】 

《父
島
》総
務
課
総
務
係 

《母
島
》母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

  

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
企
画
管
理
課 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

  

今
年
の
防
災
訓
練
は
、
12
月
２
日
（水
）に
実
施
し

ま
す
。 

訓
練
の
詳
細
は
別
途
発
行
の
村
民
だ
よ
り
（防
災

特
集
号
）に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

   

地
震
・津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
国
か

ら
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）に
よ
り

送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
防
災
行
政

無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
す
る
た
め

の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】
11
月
５
日
（木
）午
前
10
時
ご
ろ 

11
月
11
日
（水
）午
前
11
時
ご
ろ 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

  

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

  

 

 

令
和
８
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会
を
、
芝
税
務
署

か
ら
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。 

源
泉
徴
収
・年
末
調
整
等
で
使
用
す
る
用
紙
や
手

引
き
は
、
村
役
場
の
窓
口
や
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
」（http

s
://w

w
w

.n

ta
.g

o
.jp

/u
s
e
rs

/ g
e
n
se

n
/in

d
e
x
.h

tm

）か

ら
入
手
で
き
ま
す
（複
写
式
の
手
書
き
用
「給
与
支
払

報
告
書
」は
、
窓
口
配
布
の
み
で
す
。
必
要
な
種
類
・

枚
数
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
）。 

◎
年
末
調
整
等
説
明
会(

説
明
者
：芝
税
務
署
員)  

【父
島
】２
回
開
催 

《日
時
》
11
月
15
日
（日
） 

①
午
前
９
時
～
11
時 

②
午
後
２
時
～
４
時 

《場
所
》村
役
場 

２
階
会
議
室 

【母
島
】 

《日
時
》
11
月
16
日
（月
）午
後
２
時
～
４
時 

《場
所
》母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

《説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
》 

財
政
課
税
務
係 

 
          

２―

３
１
１
２ 

《国
税
の
手
続
き
・制
度
に
つ
い
て
》 

芝
税
務
署 

 
  

０
３―

３
４
５
５―

０
５
５
１ 

※
年
末
調
整
の
し
か
た
な
ど
の
一
般
的
な
ご
相
談
に

つ
い
て
は
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「１
」番
を
選
択

し
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
税
務
署
へ
の
お
問
合
せ
は
「２
」番
を
選
択
し
、
交

換
手
に
次
の
内
線
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

〇
源
泉
徴
収
・年
末
調
整
に
つ
い
て 

源
泉
所
得
税
担
当
内
線 

１
１
３
４
～
１
１
３
６ 

〇
法
定
調
書
に
つ
い
て 

管
理
運
営
部
門
内
線            

２
１
１
２ 

    

ＮＯ.８００ 

令和８年（２０２６) 

 1１/1(日) 

 

小笠原 -OGASAWARA- 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

令
和
８
年
熊
本
地
震
災
害
の
義
援
金
の

ご
報
告
と
お
礼 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

(
第
３
回
） 

 

１２
月
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 

年
末
調
整
等
説
明
会 
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１．一般会計決算 
令和７年度の歳入決算額は７２億０，２６８万６，３２３円となり，前年度と比較すると４億３，１５２万３，１２７円（６．４％）の増となりました。歳入の根幹となる村税

は、個人住民税の増収により２，９４８万６，１５０円の増、また普通交付税が２億３，２７６万７千円の増となっています。国庫支出金は振興開発事業費に伴う減、都
支出金では山村・離島振興施設整備事業補助金や市町村総合交付金、エコツーリズム普及啓発拠点施設整備事業、島しょ地域における農業のＤＸ推進事業等
による増、また起債対象事業の増額に伴い村債が増加しています。  
歳出決算額は、６９億１，９０５万４，１３３円となり、前年度と比較すると３億９，５４１万５，８８５円（６．１％）の増となりました。総務費は総合行政システム経費や村

民利用商品券事業等により１億８，６９２万０，７９１円（１４．８％）の増、民生費は母島保育施設新築工事の終了や国保会計繰出金の減が大きく３，６９９万７，５８６円
（２．８％）の減、衛生費は父島クリーンセンター改修費などにより７，０３７万４，６５８円（５．１％）の増、農林水産業費は農業振興事業費補助等により５，０８５万５，２
３９円（１８．３％）の増、商工費はエコツーリズム普及啓発拠点整備事業など６，５０４万３，４８５円（４４．８％）の増、土木費は洲崎新発生土置場整備工事などにより
２億０，５６７万４，９０２円（１２４．３％）の増、教育費は小中学校体育館棟工事の終了により２億１，９３６万１，６７０円（１６．３％）の減、公債費は５５４万６，６２５円（３．
０％）の減、諸支出金は積立額の増により７，６９３万０，５５１円（２０．７％）の増となっています。 
 

２．(1)特別会計決算
会計の名称 歳入総額（円） 歳出総額（円） 繰越すべき財源（円） 実質収支（円）

国民健康保険特別会計 352,395,830 352,395,830 0 0
宅地造成事業特別会計 25,356,154 25,356,154 0 0
介護保険（保険事業勘定）特別会計 103,068,570 103,068,570 0 0
介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 173,002,007 173,002,007 0 0
後期高齢者医療特別会計 53,199,031 53,199,031 0 0

２．(2)公営企業会計決算
会計の名称 事業収益（円） 事業費用（円） 資本的収入（円） 資本的支出（円）

簡易水道事業会計 487,881,168 449,722,266 66,779,000 143,224,972
生活排水処理事業会計 240,124,695 265,397,549 0 71,845,247

３．基金の残高 （令和７年度末）

基金の名称 現在高（円） 基金の名称 現在高（円）
財政調整基金 1,035,147,851 産業振興基金 162,102,437
減債基金 521,126,458 観光振興基金 99,345,223
公共施設等整備基金 959,800,753 農道維持管理基金 20,993,488
役場庁舎建設基金 100,258,956 進学助成基金 23,585,665
災害対策基金 89,094,014 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金 29,517,000
土地開発基金 194,805,691 情報通信基盤整備基金 50,492,131
社会福祉推進基金 83,276,420 ふるさと寄附基金 25,676,238
霊園基金 23,736,934 介護保険給付準備基金 76,951,252

基金合計 3,495,910,511

５．村の財政状況を表す指標   ※普通会計 （ ）内は前年度 

●財政力指数：0.234（0.252 ） ※3年平均 

この数値が 1を超えるほど財源に余裕があるとされています。 

●経常収支比率：73.6%（75.2%） 

人件費、公債費等の経常的な経費に、村税、地方交付税等を主にする一般財源

収入が充当される割合を示します。この数値が大きくなるほど財政の弾力性が失

われるとされています。 
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【健
全
化
判
断
比
率
】 

令
和
７
年
度
決
算
に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比
率
を

算
定
し
た
結
果
、
次
の
表
１
の
と
お
り
い
ず
れ
の
指

標
に
お
い
て
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。 

【公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
】 

令
和
７
年
度
決
算
に
基
づ
き
資
金
不
足
比
率
を
算

定
し
た
結
果
、
表
２
の
と
お
り
い
ず
れ
の
会
計
に
お
い

て
も
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。 

                  

各
指
標
と
も
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財

政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

財
政
健
全
化
法
の
詳
細
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
ttp

s
://w

w
w

.so
u
m

u
.g

o
.jp

/ik
e
n
/z

a
is

e
i

/k
e
n
z
e
n
k
a
/ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

財
政
課
財
政
係 

 

２―

３
１
１
２ 

  

   

放
送
設
備
の
保
守
点
検
作
業
の
た
め
、
テ
レ
ビ
放

送
を
断
続
的
に
中
断
し
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【日
時
】 

《父
島
》
１１
月
３
日(

火
・祝)

午
前
０
時
～
５
時 

《母
島
》
１１
月
６
日(

金)

午
前
０
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係 

２―

３
１
１
１ 

   

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
確
定
申
告
や
年
末

調
整
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
手
続
き
の

際
に
は
、
証
明
書
（ま
た
は
領
収
証
書
）が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。(

家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
、
納
付
し

た
方
が
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
可) 

【送
付
予
定
日
】 

《令
和
８
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で
の
間
に 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
》 

10
月
中
旬
～
下
旬
ご
ろ
に
送
付 

《令
和
８
年
１０
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の
間
に 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
》 

令
和
９
年
２
月
上
旬
に
送
付 

※
こ
の
証
明
書
は
ｅ-

ｔ
ａ
ｘ
で
利
用
で
き
る
電
子
版

の
交
付
も
可
能
で
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
「ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
ロ
グ
イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望

の
登
録
を
す
る
と
電
子
版
を
簡
単
に
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（電
子
版
送
付
の
希
望
登
録
を
す
る
と
郵
送
は
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０―

０
０
３―

０
０
４
（ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

(

０
５
０
か
ら
発
信
０
３―

６
６
３
０―

２
５
２
５) 

《受
付
時
間
》 

月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時 

第
２
土
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時 

  

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等
の
収

入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

（老
齢
基
礎
年
金
・障
害
基
礎
年
金
・遺
族
基
礎
年
金
）

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

【対
象
】 

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
て
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
通
知

の
届
い
て
い
る
方 

【受
取
方
法
】 

日
本
年
金
機
構
か
ら
届
い
た
「年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
請
求
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
れ
を
も
と
に
審
査
が
あ
り
、
後
日
決
定
通
知
が

届
い
た
後
、
年
金
に
上
乗
せ
支
給
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０―

０
５―

４
０
９
２ 

  

令
和
９
年
度
に
父
島
保
育
園
に
新
規
に
（現
在
園

児
で
は
な
い
）入
園
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
を
対
象

に
、
入
園
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

※
主
に
２
歳
児
ク
ラ
ス
が
対
象
で
す
。 

【日
時
】
11
月
13
日
（金
）午
後
６
時 

【場
所
】父
島
保
育
園 

【内
容
】保
育
園
入
園
に
あ
た
っ
て
準
備
し
て
い
た
だ

き
た
い
物
や
、
集
団
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
お

願
い
に
つ
い
て 

※
手
続
き
等
の
説
明
会
は
、
年
明
け
に
開
催
い
た
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

父
島
保
育
園 

 

２―

２
５
４
４ 

  

  

父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
11
月
７
日
（土
）～ 

８
日
（日
）に
父
島
で
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
声

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【競
技
日
程
及
び
競
技
会
場
】 

                            

※
競
技
時
間
は
、
天
候
や
海
況
等
に
よ
り
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
体
育
協
会
事
務
局 

（教
育
委
員
会
事
務
局
内
）２―

３
１
１
７ 

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政
指
標 

の
公
表 

保
守
作
業
に
伴
う
テ
レ
ビ
放
送
の 

一
時
休
止 

令
和
８
年
度
「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金 

保
険
料)

控
除
証
明
書
」
の
送
付 

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度 

令
和
９
年
度
父
島
保
育
園
入
園
説
明
会 

 

第
44
回
父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

バレーボール （ 男子）
14 : 00 ～ 15 : 30

バレーボール ( 女子 )
15 : 30 ～ 17 : 00

フットサル 18 : 30 ～ 19 : 30

バドミントン 14 : 00 ～ 15 : 30

バスケットボール 18 : 00 ～ 19 : 15

野球（シニア） 13 : 30 ～ 15 : 30

野球（ヤング） 16 : 00 ～ 18 : 00

サッカー 14 : 00 ～ 15 : 30

ゲートボール 16 : 00 ～ 18 : 00

テニス 14 : 00 ～ 16 : 00

小中学校
体育館

高校
体育館
高校

グラウン

奥村
運動場

会場 種目／時間
11月7日（土）

競技時間
13 15 16 17 19 2014 18
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本
年
度
第
２
回
授
業
公
開
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
保
護
者
・地
域
の
皆
さ
ま
方
に
、
本
校
の
授
業

や
生
徒
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
し
ま

す
。 

【期
間
】
11
月
9
日(

月)
～
13
日(

金) 

《１
時
限
目
》午
前
８
時
20
分
～
９
時
10
分 

《２
時
限
目
》午
前
９
時
20
分
～
10
時
10
分 

《３
時
限
目
》午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分 

《４
時
限
目
》午
前
11
時
20
分
～
午
後
０
時
10
分 

《５
時
限
目
》午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分 

《６
時
限
目
》午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分 

※
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

 

２―

２
３
４
６ 

  

10
月
１
日
付 

【採
用
】 

《主
任
級
》 

村
民
課
福
祉
係 

吉
岡 

大
晶
（保
健
師
） 

医
療
課
診
療
所
係
（小
笠
原
村
診
療
所
） 

門
田 

純
子
（看
護
師
） 

      

 

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）で
は
、

地
域
の
皆
様
に
地
層
処
分
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、

考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
８
月
19
日
か
ら
職
員
が
交

代
で
父
島
に
駐
在
し
て
い
ま
す
。 

今
月
か
ら
は
、
母
島
に
て
定
期
的
に
開
設
し
ま
す
。 

 

【日
時
】 

11
月
16
日
（月
）午
前
11
時
～
午
後
５
時 

11
月
17
日
（火
）午
前
９
時
～
11
時 

11
月
30
日
（月
）午
前
11
時
～
午
後
５
時 

12
月
１
日
（火
）午
前
９
時
～
11
時 

※
い
ず
れ
も
12
時
～
13
時
は
昼
休
み 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

相
談
室 

地
層
処
分
に
関
す
る
疑
問
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
） 

０
８
０―

６
７
８
５―

６
２
８
５ 

   
小
笠
原
村
・株
式
会
社
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
・小
笠

原
支
庁
は
、
「小
笠
原
を
最
も
気
象
観
測
密
度
が
高
い

気
象
Ｄ
Ｘ
先
進
エ
リ
ア
へ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。 

以
前
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
参
加
型
防
災
教
育
「ゲ

リ
ラ
雷
雨
防
衛
隊
」に
つ
き
ま
し
て
、
期
間
の
延
長
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
期
間
の
延
長
に
伴
い
、
名
称
を
「ウ
ェ
ザ
ー

リ
ポ
ー
ト
投
稿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
変
更
し
ま
す
。 

晴
れ
た
日
の
空
や
夕
焼
け
雲
な
ど
、
平
時
の
写
真

を
含
め
、
観
察
・投
稿
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時

の
見
張
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

【期
間
】令
和
８
年
７
月
～
令
和
９
年
２
月 

【参
加
方
法
】  

ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ
（基
本
無
料
）か
ら
空
や

雲
の
写
真
（平
時
の
写
真
も
Ｏ
Ｋ
）を
投
稿  

【ポ
イ
ン
ト
付
与
に
つ
い
て
】  

５
回
以
上
投
稿
を
行
っ
た
方
は
、
ポ
イ
ン
ト
会
場

に
て
ア
プ
リ
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

東
京
ポ
イ
ン
ト
取
得
用
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
案
内

し
ま
す
。  

※
東
京
ア
プ
リ
の
会
員
登
録
を
事
前
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。 

※
既
に
本
事
業
に
お
い
て
５
０
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
さ

れ
た
方
を
除
く 

【ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先
】 

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。 

h
ttp

s
://w

e
a
th

e
rn

e
w

s
.jp

/a
p
p
/ 

   
 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
担
当 

 

２―

３
２
３
０ 

           

小
笠
原
海
上
保
安
署
を
は
じ
め
と
す
る
各
関
係
機

関
に
よ
り
、
排
出
油
等
を
原
因
と
し
た
海
洋
汚
染
を

防
止
す
る
た
め
の
実
働
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

こ
の
訓
練
で
は
、
海
上
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
展
張

し
ま
す
の
で
、
訓
練
時
間
中
に
訓
練
実
施
場
所
付
近

を
航
行
す
る
際
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【実
施
日
時
】 

１１
月
６
日
（金
）午
前
10
時
15
分
～
正
午
ご
ろ 

【実
施
場
所
】 

父
島
二
見
漁
港
（巡
視
船
み
か
づ
き
係
留
場
所
周

辺
海
域
） 

 

                   

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

２―

７
１
１
８ 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（※
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（１
コ
マ
４０
分
以
内
） 

【母
島
】 

《日
時
》
12
月
17
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時 

《場
所
》母
島
支
所 

【父
島
】 

《日
時
》
12
月
18
日
（金
）午
後
５
時
～
７
時 

《場
所
》村
役
場 

【予
約
受
付
時
間
】午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時 

（土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
３―

３
５
９
５―

８
５
７
５ 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

小
笠
原
高
等
学
校
授
業
公
開
週
間 

個
別
意
見
交
換
会
の
開
設(

母
島) 

ウ
ェ
ザ
ー
リ
ポ
ー
ト
投
稿 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
訓
練
の
実
施 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 
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第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】
11
月
27
日
（金
） 

【実
施
時
間
】午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

（受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
） 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（電
話
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

相
談
は
無
料
で
す 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

      

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
地
域
活
動
推
進
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

   

【日
時
】
１１
月
25
日
（水
）午
前
11
時
～
午
後
１
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室               

            
            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ
】 

厚
生
労
働
省
で
は
、
１１
月
１
日
か
ら
３０
日
ま
で

の
期
間
を
、
「労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期

間
」と
し
て
い
ま
す
。 

パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名
称
や
雇
用
形
態
に

か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
場
は
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（個
人
経
営
で
、
労
働
者
５
人
未
満
の
農
林
水
産
の
事

業
を
除
く
）。 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
と
を
総

称
し
た
も
の
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
労
働
主
査 

 
 

２―

２
１
０
２ 

         

     

小
笠
原
村
健
康
診
断
の
予
約
を
受
付
中
で
す
。 

検
診
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

【予
約
受
付
期
間
】 

11
月
13
日(

金)

ま
で 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
(

正
午
～
午
後
１
時
30
分
・土
日
祝
日
は
除
く) 

【予
約
方
法
】電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【予
約
先
】 

《母
島
》母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

《父
島
》予
約
専
用
電
話 

０
８
０―

８
８
６
７―

３
４
３
２ 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

【日
程
】 

《母
島
》
11
月
21
日(

土)

～
22
日(

日) 

《父
島
》
11
月
24
日(

火)

～
29
日(

日) 

※
電
話
予
約
の
際
に
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
・ 

希
望
日
時
・検
査
項
目
等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
先
月
の
村
民
だ
よ
り
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

  

小
笠
原
村
健
康
診
断
の
母
島
会
場
は
、
今
年
度
よ

り
次
の
場
所
に
変
更
し
ま
す
。 

〇
受
付
・基
本
健
診
・乳
が
ん
・子
宮
頸
が
ん 

村
民
会
館 

〇
胃
が
ん
・胸
部
Ｘ
線 

診
療
所 

※
先
に
村
民
会
館
で
受
付
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
ご
案

内
し
ま
す
。 

〇
託
児
所 

保
育
園 

※
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
会
場
使
用
に
伴
い
、
村
民
会
館
を
次
の
と
お

り
休
館
と
し
ま
す
。
図
書
の
貸
し
出
し
・返
却
も
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【休
館
日
】 

11
月
20
日
（金
）午
後
２
時
～
21
日
（土
）終
日 

※
２
階
多
目
的
室
の
み
20
日
（金
）午
前
８
時
か
ら 

※
保
育
園
の
運
営
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

  

１２
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【父
島
】 

《日
時
》
１２
月
３
日
（木
）午
後
３
時
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》
12
月
３
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

【接
種
可
能
予
防
接
種
】 

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

           

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

小
笠
原
村
健
康
診
断 

健
康
診
断
会
場
の
変
更(

母
島
） 

定
期
予
防
接
種(

12
月) 
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対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【父
島
】 

《日
時
》
１１
月
12
日
（木
） 

受
付
時
間
午
後
２
時
～
３
時 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 
2
階
大
会
議
室 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

  

村
民
課
福
祉
係 

 

２―
３
９
３
９ 

  

管
理
栄
養
士
か
ら
離
乳
食
の
進
め
方
、
作
り
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
食
に
つ
い
て
の

ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。 

【対
象
者
】お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の 

お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【日
時
】
１１
月
３０
日
（月
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

2
階
大
会
議
室 

 

【持
ち
物
】お
子
さ
ん
用
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

【申
込
】必
要 

【申
込
締
切
】
１１
月
２６
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２―

３
９
３
９ 

    

子
ど
も
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
親
も
頑

張
り
す
ぎ
な
い
子
育
て
と
は
？
子
ど
も
の
心
の
発
達

を
知
り
、
親
子
に
と
っ
て
無
理
の
な
い
関
り
方
に
つ
い

て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

「こ
れ
で
い
い
ん
だ
」と
、
少
し
肩
の
力
を
抜
い
て
子

育
て
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。 

  

【母
島
】 

《日
時
》
１１
月
８
日
（日
） 

午
後
２
時
３０
分
～
３
時
３０
分 

《場
所
》母
島
支
所 

大
広
間 

【父
島
】 

《日
時
》
１１
月
１１
日
（水
）午
前
１０
時
～
１１
時 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

【申
込
】必
要 

【申
込
締
切
】 

《母
島
》
１１
月
６
日
（金
） 

《父
島
》
１１
月
１０
日
（火
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２―

３
９
３
９ 

   
高
齢
者
・障
が
い
者
向
け
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
の
講

習
・試
乗
会
を
開
催
し
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

【参
加
対
象
者
】電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
を
ご
利
用
し
て
い 

 

る
方
や
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
に
興
味
の
あ
る
方 

【持
ち
物
】飲
み
物
と
動
き
や
す
い
恰
好 

【父
島
】 

《日
時
》令
和
８
年
１２
月
１５
日
（火
） 

午
前
１０
時
～
１２
時
※
雨
天
中
止 

《場
所
》奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド 

《予
約
先
》村
民
課
福
祉
係
２―

３
９
３
９ 

《予
約
締
切
》
１２
月
１４
日
（月
）正
午 

 

〇
主
催 

   
 

小
笠
原
村 

〇
協
力
機
関 

 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

    

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

   

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
が
来
島
し
、
介

護
予
防
・フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。  

 

ご
自
分
の
将
来
に
向
け
て
の
健
康
づ
く
り
・家
族
の

介
護
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。 

【介
護
予
防
・フ
レ
イ
ル
予
防
講
座
】 

《対
象
者
》介
護
予
防
・フ
レ
イ
ル
予
防
に
興
味
が
あ 

 
 

る
方 

【母
島
】 

※
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
欠
航
時
は
中
止 

《日
時
》
１２
月
17
日
（木
） 

午
後
２
時
２０
分
ご
ろ
～
午
後
３
時
ご
ろ 

《場
所
》母
島
支
所 

大
広
間 

 

社
協
の
介
護
予
防
体
操
教
室
に
て
実
施 

【父
島
】 

※
お
が
さ
わ
ら
丸
欠
航
時
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
の
み

行
い
ま
す
。 

《日
時
》
１２
月
２０
日
（日
）午
前
９
時
３０
分
～ 

１０
時
３０
分 

《場
所
》小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

2
階
大
会
議
室 

※
予
約
は
１２
月
１６
日
（水
）正
午
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

      
感
染
予
防
・混
雑
防
止
・予
約
後
に
ワ
ク
チ
ン
を
購

入
す
る
た
め
完
全
予
約
制
と
な
り
ま
す
。 

【使
用
ワ
ク
チ
ン
】フ
ァ
イ
ザ
ー
社
コ
ミ
ナ
テ
ィ
筋
注 

※
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
別
の
ワ
ク
チ
ン
を

希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

※
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
・効
果
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
メ
ー
カ
ー
の
お
客
様
相
談
窓
口
等
へ
直

接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

※
接
種
後
15
分
間
診
療
所
で
待
機
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

【受
付
期
間
】各
接
種
日
の
1
か
月
前
ま
で 

【接
種
回
数
】１
回 

◎
定
期
接
種 

【対
象
者
】 

①
65
歳
以
上
の
方 

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
心
臓
・じ
ん
臓
・  

 

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
（身
体
障
害
者
手
帳

１
級
程
度
）を
有
し
、
村
民
課
福
祉
係
に
よ
り
認
定

さ
れ
た
方 

【料
金
】６
５
０
０
円 

※
生
活
保
護
の
方
は
、
窓
口
で
の
自
己
負
担
な
く
接

種
で
き
ま
す
。 

※
島
外
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
任
意
接
種

と
同
額
に
な
り
ま
す
。 

※
助
成
の
詳
細
は
、
次
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】 

《父
島
》
12
月
３
日
（木
）、
令
和
９
年
１
月
７
日
（木
）、 

２
月
４
日
（木
）、
３
月
４
日
（木
） 

午
後
２
時
～
２
時
30
分
、 

午
後
４
時
～
４
時
30
分 

《母
島
》
12
月
８
日
（火
）、
15
日
（火
）、
22
日
（火
） 

午
後
２
時
～
３
時 

◎
任
意
接
種 

【対
象
者
】
12
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方 

【料
金
】１
万
６
３
７
０
円 

【日
時
】 

《父
島
》毎
月
第
１
木
曜
日 

午
後
２
時
～
２
時
30
分
、 

午
後
４
時
～
４
時
30
分 

《母
島
》随
時
対
応
・要
相
談 

※
予
診
票
は
、
ご
予
約
完
了
後
、
接
種
日
ま
で
の
間

に
診
療
所
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診(

父
島) 

 
育
児
学
級(

離
乳
食
の
会)(

父
島) 

 

公
認
心
理
師
に
よ
る
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
自
分
で
や
り
た
い
！
」
を
大
切
に
す
る

子
育
て 

 

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
講
習
・
試
乗
会 

(
父
島) 

介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
の
講
演

(

母
島
・
父
島) 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種 
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※
予
診
票
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
接
種
当
日

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
体
温
は
診
療
所
で
測
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
医
師
の
診
察
後
に
接
種
を
見
合
わ
せ
た
場
合
、
診

察
料
と
し
て
２
９
１
０
円
の
自
己
負
担
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

※
12
歳
未
満
の
方
へ
の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 小

笠
原
村
診
療
所 

 
２―

３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 

３―
２
１
１
５ 

   

村
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、

予
防
接
種
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。 

【対
象
者
】 

①
接
種
日
に
お
い
て
、
６５
歳
以
上
の
方
。 

②
接
種
日
に
お
い
て
、
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
で
あ
っ

て
、
心
臓
・じ
ん
臓
・呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害

（身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）を
有
す
る
方
。
（認

定
が
必
要
で
す
。
接
種
前
に
福
祉
係
に
お
問
合
せ

下
さ
い
。
） 

【申
請
方
法
】 

助
成
対
象
の
方
は
予
約
完
了
後
、
事
前
に
診
療
所

に
「コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
予
診
票
」（緑
色
）を

取
り
に
行
き
、
記
入
し
て
接
種
当
日
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。 

【助
成
後
の
自
己
負
担
額
】６
５
０
０
円 

 

対
象
者
①
も
し
く
は
②
、
か
つ
、
生
活
保
護
世
帯
お

よ
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
方
は
、
接
種

費
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。 

《生
活
保
護
世
帯
の
方
》 

小
笠
原
村
診
療
所
・母
島
診
療
所
で
は
、
窓
口
で

の
自
己
負
担
額
な
し
で
接
種
で
き
ま
す
。 

  

《非
課
税
世
帯
の
方
》 

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
防
接
種
後
、
村
役

場
・母
島
支
所
で
「住
民
税
非
課
税
証
明
書
」を
取

得
し
、
申
請
（還
付
）の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
印
鑑 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
領
収
書 

○
振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

※
村
外
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

   

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

  

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》
11
月
１
日
（日
）～
３
日
（火
・祝
） 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
、
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
バ
イ
ク
・車
の
運
転
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

       

  

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》
11
月
９
日
（月
）、
10
日
（火
） 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》
11
月
12
日
（木
）～
16
日
（月
） 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時 

※
11
月
14
日(

土)

は
休
診
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

３―

２
１
１
５ 

  

全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》
12
月
12
日
（土
） 

午
前
９
時
～
11
時
15
分 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》
12
月
14
日
（月
） 

午
前
９
時
～
11
時
15
分 

 

●
問
合
せ
先 

 
小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

  

   

【お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引
に
つ
い
て
】 

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に

ご
乗
船
の
際
に
２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝
台

分
が
片
道
30
％
割
引
に
な
る
「村
民
割
引
」を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。 

ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
に
ご
乗
船
の
際
に
は
復
路
が

80
％
割
引
に
な
る
「村
民
往
復
割
引
」を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。 

窓
口
に
お
い
て
乗
船
券
を
ご
購
入
の
際
に
「乗
船
券

購
入
申
込
書
」（割
引
申
請
書
）と
次
の
証
明
書
類
（有

料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可
）を
必
ず
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

〇
小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書
（カ
ー
ド
式
ま
た

は
一
回
式
） 

〇
小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証 

〇
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

※
無
賃
の
幼
児
・乳
児
は
不
要
で
す
が
小
人
（有
料
の

幼
児
含
む
）の
方
も
「村
民
割
引
」適
用
の
際
は
居

住
証
明
書
が
必
要
で
す
。 

※
そ
の
他
、
住
民
票
、
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
で

は
村
民
割
引
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

11
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

※
ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
ご
乗
船
の
７
日
前
ま
で

に
購
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

        

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
の

助
成
制
度 

 
眼
科
専
門
診
療(

父
島) 

 

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 

 

小
児
科
専
門
診
療 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
父
島
営
業
所
・伊
豆
諸
島
開
発
父
島
代

理
店 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
５
０
０ 

 

        

12
月
２
日(

水)

に
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
の
前
に
、

私
達
が
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
や
身
近
に
い
る
動
物
た
ち

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

「愛
情
を
持
っ
て
終
生
飼
う
」、
「無
責
任
に
捨
て
な

い
」、
「逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
屋
内
や
工
夫
さ
れ
た
ケ

ー
ジ
で
飼
う
」、
「む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
」、
「し
つ

け
を
行
う
」な
ど
、
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
養
す
る
こ
と

は
飼
い
主
の
基
本
的
な
責
任
で
す
。
離
島
と
い
う
特

殊
な
環
境
を
考
慮
し
、
飼
い
主
の
方
は
、
日
頃
か
ら
ペ

ッ
ト
の
健
康
と
安
全
に
気
を
配
り
、
ペ
ッ
ト
条
例
を
含

め
た
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

特
に
、
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
が
飼
い
主
と
離
れ
野
生
化

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
人
へ
の
危
害
や
生
活
環
境
・生

態
系
へ
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

飼
い
主
の
方
は
、
大
事
な
ペ
ッ
ト
を
守
る
た
め
、
日

頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
管
理
や
身
元
確
認
、
し
つ
け
を

き
ち
ん
と
し
て
お
く
と
と
も
に
、
同
行
避
難
の
方
法

や
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
防
災
用
品
を
ご

準
備
く
だ
さ
い
。 

飼
っ
て
い
な
い
方
は
、
暮
ら
し
や
自

然
を
守
る
た
め
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の

同
行
避
難
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

  

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

    

  

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
母
島
巡
回

ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す

の
で
、
詳
細
は
予
約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【場
所
・日
時
】母
島
支
所 

11
月
16
日
（月
）午
前
11
時
～
正
午
、 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

11
月
17
日
（火
）午
前
８
時
30
分
～
11
時 

《予
約
申
込
み
先
》小
笠
原
動
物
対
処
室 

 

０
９
０―

１
６
９
２―

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

            

集
落
周
辺
の
山
域
（母
島
は
桑
ノ
木
山
以
北
も
含

む
）に
て
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。  

こ
の
期
間
中
に
は
、
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
入
っ
て
い

な
い
か
の
点
検
や
、
敷
地
内
の
樹
木
に
イ
エ
シ
ロ
ア
リ

や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
無
料
で

駆
除
し
て
お
り
ま
す
。 

特
に
木
造
家
屋
は
被
害
を
受
け
や
す
い
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
市
販
薬

等
で
自
ら
駆
除
す
る
と
、
シ
ロ
ア
リ
が
移
動
し
、
か
え

っ
て
被
害
が
拡
大
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
発
見
し

て
も
、
自
ら
対
処
せ
ず
、
ま
ず
は
役
場
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

な
お
点
検
を
ご
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
申
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
入
り
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。 

【申
込
期
間
】
11
月
17
日
（火
）～
26
日(

木) 

【日
程
】 

《母
島
》
11
月
27
日
（金
）～
12
月
４
日
（金
） 

《父
島
》
12
月
４
日
（金
）～
10
日
（木
） 

※
日
曜
日
は
除
く 

 

●
問
合
せ
先
環 

境
課
生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農

業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か
ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路

の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港
海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、

主
に
道
路
沿
い
を
周
回
し
ま
す
。
通
行
止
め
は
行
い

ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域
に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、 

交
通
誘
導
等
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【作
業
日
程
】
１１
月
１２
日
（木
）、
２４
日
（火
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

産
業
観
光
課 

 

２―

３
１
１
４ 

           

防
災
訓
練
を
前
に
、
ペ
ッ
ト
防
災
を 

考
え
よ
う 

  

母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業(

第
３
回) 

 

小
笠
原
村
が
実
施
す
る
父
島
に
お
け
る

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,795 等級 大人 小人 学生

62,870 53,790 31,440 (+2,867) 5,250 2,630 4,200

(+13,370) (+11,440) (+6,690) 17,497 (+1,300) (+650) (+1,040)

45,410 36,330 22,710 (+2,669) 6,300 3,150

(+9,660) (+7,730) (+4,830) 16,095 (+1,560) (+780)

34,210 27,370 17,110 (+2,455) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+7,280) (+5,820) (+3,640) 1,883

30,030 24,030 15,020 (+287)

(+6,390) (+5,110) (+3,200) 1,402 10,121

等級 村民 村民小人 身障者 (+214) (+1,673)

49,250 24,630 31,440 9,488

(+10,470) (+5,240) (+6,690) (+1,568)

31,790 15,900 22,710 8,856

(+6,760) (+3,380) (+4,830) 　※ただし、入港日は午前9時～ (+1,464)

23,950 11,980 17,110 　※昼休：午前11時30分～午後1時 1,014

(+5,090) (+2,550) (+3,640) 　※出港2時間前～出港までは乗船手続 (+168)

21,030 10,520 15,020 　　のみのため当日券以外の販売はい 764

(+4,480) (+2,240) (+3,200) 　　たしません。 (+126)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】
午前8時～午後4時まで　

11月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復
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東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、
銃

器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本
事

業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
国
有

林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
し
ま

す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
７
時
～
午
後
３
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【作
業
区
域
】父
島
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺
山
域
（住
宅

地
・東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
）。
た
だ
し
、
遊

泳
地
（宮
之
浜
、
釣
浜
、
初
寝
浦
、
石
浦
）は
作
業
区

域
か
ら
除
き
ま
す
。
※
別
図
参
照 

【作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

11
月
１
日
（日
）、 

吹
上
谷
、
長
谷
、
桑
ノ
木
山
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
な
し 

11
月
５
日
（木
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

11
月
６
日
（金
） 

吹
上
谷
、
長
谷
、
桑
ノ
木
山
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
な
し 

 

11
月
７
日
（土
） 

天
之
浦
山
・巽
崎
、
鳥
山
・沿
岸
部
・赤
旗
山
・巽
谷
・  

 

中
海
岸
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区
間

な
し 

11
月
８
日
（日
） 

父
島
北
東
部
の
沿
岸
域(

遊
泳
地
を
除
く)

で
の
作

業
の
た
め
、
通
行
止
め
な
し 

11
月
13
日
（金
） 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

11
月
14
日
（土
） 

境
浦
・屏
風
谷
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め

区
間
な
し 

11
月
18
日
（水
） 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

11
月
19
日
（木
） 

父
島
北
東
部
の
沿
岸
域(

遊
泳
地
を
除
く)

で
の
作

業
の
た
め
、
通
行
止
め
な
し 

11
月
20
日
（金
） 

父
島
北
東
部
の
沿
岸
域(

遊
泳
地
を
除
く)

で
の
作

業
の
た
め
、
通
行
止
め
な
し 

11
月
27
日
（金
） 

境
浦
・屏
風
谷
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め

区
間
な
し 

11
月
28
日
（土
） 

吹
上
谷
、
長
谷
、
桑
ノ
木
山
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
な
し 

            

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

 

２―

２
１
６
７ 

        

   

【マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
】 

小
笠
原
の
陸
産
貝
類
研
究
者
で
あ
る
千
葉
聡
博
士

と
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
陸
産
貝
類
研
究
者
で
あ
る
ク

リ
ス
テ
ィ
ン
・パ
レ
ン
ト
博
士
に
よ
る
マ
イ
マ
イ
の
多
様

性
や
保
全
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

《日
時
》
11
月
11
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 
 
 
 
 

《会
場
》小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー ＆

オ
ン
ラ
イ
ン 

《配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（Te

a
m

s

）》 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
（Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
で
も
参
加
可
）

h
ttp

s
://te

a
m

s.m
ic

ro
s
o
ft.c

o
m

/m
e
e
t/
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※
講
演
会
は
入
場
無
料
で
す
。
直
接
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
方
は
、
ブ
ラ
ウ
ザ
ま
た

は
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
の
参
加
に
な
り

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２―

７
１
７
４ 

   

【開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
、 

観
光
船
入
港
日
～
出
港
日 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【特
別
展
】 

〇
「小
笠
原
諸
島
返
還
後
の
歩
み
～
当
時
の
様
子
を

振
り
返
る
写
真
展
」（新
館
）開
催
中 

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
小
笠
原
の
住
民
は
強
制
疎

開
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
日
本
敗
戦
後
、
欧
米
系

島
民
が
帰
島
し
米
軍
の
統
治
下
と
な
り
ま
し
た
。 

１
９
６
８
年
に
返
還
さ
れ
た
当
時
の
様
子
が
わ
か

る
写
真
展
で
す
。 

〇
「小
笠
原
の
船
２
０
２
６
～
は
じ
ま
り
は
、
い
つ
も

船
か
ら
」（本
館
）
11
月
１
日(

日)

よ
り
開
催 

３
代
目
お
が
さ
わ
ら
丸
が
就
航
し
て
か
ら
10
年

が
経
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
お
が
さ
わ
ら
丸
を
は
じ
め
、

暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
数
々
の
船
に
つ
い
て
も
写
真

と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２―

３
０
０
１ 

      

「
今
年
も
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
！
」 

北
太
平
洋
に
く
ら
す
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
夏
場
は

ロ
シ
ア
や
ベ
ー
リ
ン
グ
海
、
ア
ラ
ス
カ
な
ど
の
北
の
冷

た
い
海
で
、
餌
と
な
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
小
魚
を

食
べ
て
過
ご
し
、
冬
場
は
小
笠
原
や
沖
縄
、
ハ
ワ
イ
や

メ
キ
シ
コ
な
ど
の
南
の
暖
か
い
海
で
、
交
尾
や
出
産
、

子
育
て
と
い
っ
た
繁
殖
活
動
を
行
い
ま
す
。 

以
前
は
冷
た
い
高
緯
度
の
海
域
を
離
れ
、
暖
か
い

海
域
で
繁
殖
活
動
を
行
っ
た
の
ち
、
高
緯
度
の
海
域
へ

戻
る
ま
で
は
絶
食
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
は
繁
殖
す
る
海
域
や
移
動
中
の
海
域
で
も

餌
を
食
べ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

今
年
は
千
葉
県
の
銚
子
沖
や
、
愛
媛
県
の
宇
和
島
沖

で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
餌
を
食
べ
る
姿
が
目
撃
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
小
笠
原
周
辺
で
も
餌
と
な
る
生
物
が
豊

富
に
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
食
べ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
排

除
に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の

通
行
止
め 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の 

お
知
ら
せ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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さ
て
、
冬
が
目
前
に
迫
り
、
今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
、
北

の
海
か
ら
数
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
長
旅
を
経
て
小

笠
原
に
帰
っ
て
く
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
た
ち
が
見
ら
れ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

小
笠
原
に
は
、
毎
年
１２
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け
て

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
来
遊
し
ま
す
。
例
年
11
月
中
に
は

シ
ー
ズ
ン
最
初
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
（初
ザ
ト
ウ
）の
目

撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
10
月

27
日
に
初
ザ
ト
ウ
の
目
撃
が
あ
り
、
２
０
０
６
／
０

７
年
シ
ー
ズ
ン
以
来
１９
年
ぶ
り
に
10
月
中
の
記
録

と
な
り
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
、
こ
の
村
民
だ
よ
り

が
皆
様
の
も
と
に
届
け
ら
れ
る
頃
に
は
、
初
ザ
ト
ウ

の
報
せ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

初
ザ
ト
ウ
が
確
認
さ
れ
る
と
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
事
務
所
が

あ
る
Ｂ
し
っ
ぷ
前
に
「ク
ジ
ラ
の
ぼ
り
」が
掲
げ
ら
れ

ま
す
。
ク
ジ
ラ
た
ち
が
い
つ
Ｂ
し
っ
ぷ
の
前
を
泳
ぎ
始

め
る
の
か
、
皆
様
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
皆
様
か
ら
の
初

ザ
ト
ウ
情
報
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ク
ジ
ラ
の
ぼ
り
が

掲
げ
ら
れ
る
前
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
さ
れ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。 

               

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

（Ｏ
Ｗ
Ａ
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
306 

 ―

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
台
風―

 

今
年
は
春
か
ら
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
気
象
庁
の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
今
年
９
月
ま

で
の
台
風
発
生
数
は
27
個
で
す
。
２
０
２
１
～
２
０

２
５
年
の
同
期
間
の
平
均
値
、
17
個
を
大
き
く
上
回

っ
て
お
り
、
背
景
に
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
影
響

し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。  

小
笠
原
で
も
、
台
風
の
進
路
に
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
、
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
食
材
を
確
保
し
、
通
過
後
は

片
付
け
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
な
か
で

も
８
月
前
半
に
小
笠
原
諸
島
に
接
近
し
た
台
風
13

号
「ド
ル
フ
ィ
ン
」が
残
し
た
爪
痕
は
、
記
憶
に
新
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道
路
の
あ
ち
こ
ち
で
木
が

倒
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。 

台
風
の
爪
痕
は
自
然
界
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
砂
浜
に
産
み
落
と
さ
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
の

卵
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
よ
っ
て
台
風
の
影
響
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
高
波
に
よ
る

巣
の
「流
出
」で
す
。
子
ガ
メ
が
す
で
に
ふ
化
し
、
海
へ

か
え
っ
て
い
れ
ば
、
残
っ
た
殻
が
流
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

し
か
し
、
ふ
化
す
る
前
の
巣
で
は
、
砂
と
と
も
に
卵
そ

の
も
の
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
、
ド
ル
フ
ィ

ン
通
過
後
の
初
寝
浦
海
岸
で
は
、
場
所
に
よ
っ
て
砂
の

高
さ
が
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
が
り
、
海
岸
中
央
に
あ

る
大
木
モ
ク
マ
オ
ウ
の
根
が
露
出
し
て
い
ま
し
た
。
集

計
は
ま
だ
途
中
で
す
が
、
流
出
し
た
巣
は
昨
年
の
約

５
巣
を
大
き
く
上
回
り
、
数
十
巣
に
及
ぶ
と
み
て
い

ま
す
。 

巣
が
流
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
て
も
、
無
事
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
大
雨
で
沢
が
増
水
し
、
周
辺
の
巣
が
「水

没
」す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
巣
の
底
に
水
が
た
ま
り
、

卵
の
呼
吸
が
妨
げ
ら
れ
る
と
、
発
生
途
中
で
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
卵
を
割
っ
て
み
る
と
、
ふ
化
を
目
前
に

し
た
子
ガ
メ
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ま
で
順
調
に
育
っ
て
い
た
分
、
非
常
に
残

念
な
気
持
ち
も
大
き
く
な
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
自
然
の
被
害
を
把
握
す
る
こ
と
も
、
私

た
ち
の
調
査
の
役
割
で
す
。
記
録
を
重
ね
る
こ
と
で
、

ど
れ
く
ら
い
の
巣
が
被
害
に
遭
い
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
ど
れ
く
ら
い
の
子
ガ
メ
が
旅
立
っ
た
の
か
が
見

え
て
き
ま
す
。 

さ
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
調
査
も
終
盤
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
の
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
の
結
果
は
、
台
風
被
害
を

含
め
、
２
０
２
７
年
春
の
「ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
」に
て
報

告
予
定
で
す
。
村
民
だ
よ
り
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
告
知

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。 

―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２―

２
８
３
０ 

（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ

ー) 【ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http

://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t 

   

マ
イ
マ
イ
の
イ
マ 

第
百
三
十
五
貝 

「
渦
巻
の
使
者
」 

今
年
の
８
月
初
旬
に
襲
来
し
た
台
風
13
号
は
、
２

０
１
９
年
の
台
風
21
号
に
匹
敵
す
る
被
害
を
も
た
ら

し
、
母
島
石
門
で
は
再
び
湿
性
高
木
林
の
面
影
が
失

わ
れ
た
。
風
で
枝
葉
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
の
か
、
殻
に

亀
裂
が
入
っ
た
満
身
創
痍
の
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
カ
モ
ノ

ア
ラ
ガ
イ
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
雲
霧
林
の
マ

イ
マ
イ
は
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
不
幸
中
の
幸
い

だ
っ
た
の
は
、
２
０
１
９
年
の
時
の
よ
う
に
直
前
に
渇

水
が
頻
発
し
て
な
か
っ
た
こ
と
と
、
属
島
の
被
害
が

あ
ま
り
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
厳
し
い
状
況
だ

が
、
森
林
が
回
復
す
る
ま
で
ど
う
か
耐
え
忍
ん
で
欲

し
い
。 

 

さ
て
、
島
の
マ
イ
マ
イ
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
が
大
き
い
台
風
だ
が
、
一
方
で
プ
ラ
ス
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
。
天
敵
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
を
減
ら
し
て

く
れ
る
（か
も
し
れ
な
い
）効
果
だ
。
殻
を
持
つ
マ
イ
マ

イ
な
ら
台
風
の
潮
風
に
も
あ
る
程
度
は
耐
え
ら
れ
る

が
、
裸
一
貫
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
に
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
定
量
的
な
調
査
は
難

し
く
、
実
際
に
台
風
と
の
関
係
が
明
確
に
な
っ
て
い
る

訳
で
は
な
い
た
め
感
覚
的
な
推
測
で
は
あ
る
が
、
台

風
が
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
大
発
生
を
抑
え
た
り
侵
攻
を
遅

ら
せ
た
り
と
い
っ
た
可
能
性
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
。 

と
は
い
え
、
毎
週
の
よ
う
に
台
風
の
接
近
に
怯
え
る
こ

の
状
況
は
さ
す
が
に
想
定
外
で
あ
る
。
相
次
ぐ
渦
巻

の
使
者
が
も
た
ら
す
試
練
は
、
福
音
か
、
は
た
ま
た

絶
望
か
。 

              

【文
】環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

和
田
慎
一
郎 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野
恵 

※
村
民
だ
よ
り
９
月
号
の
第
百
三
十
四
貝
の
記
述
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。
「誤
チ
チ
ジ
マ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
」「正
ア
ナ
カ
タ

マ
イ
マ
イ
」 

   

http://bonin-ocean.net/
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イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うち

むら かずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早く

みなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に

 

イルカの伝言板 

 

村民課福祉係 ２－３９３９ 

小笠原村 

環境課 

2－2270  

村では、地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の目標達成のため、省エネやごみの減量化の取組みを進めています。 

エコドライブ１０のすすめ 

環境・健康を考えて移動手段を選ぼう  

村のみんなでエコドライブに取り組むと、年間約 148 tCO₂の削減に 

つながります。国が推進する「エコドライブ 10」には離島の交通環境に

あてはまりにくい項目もありますが、島だからこそ効果の大きい取組み

もあります。できることから実践してみましょう！ 

 

ちょっとそこまでの移動なら、車ではなく徒歩や自転車を選んで 

みませんか。徒歩や自転車での移動は、CO₂排出量の削減だけでなく、

日々の健康づくりや気分転換にもつながります。 

おがさわら 電気使用量報告 (2026年６月～2026年９月) 

 
エコドライブの詳しい情報はこちらから 

環境省 HP 

エコドライブ 10 

のすすめ 

自分の燃費を把握しよう 

ふんわりアクセル 
「e スタート」 

車間距離にゆとりをもって 
加速・減速の少ない運転 

減速時は 
早めにアクセルを離そう 

エアコンの使用は適切に 

ムダなアイドリングはやめよう 

渋滞を避け、 
余裕をもって出発しよう 

タイヤの空気圧から 
始める点検・整備 

不要な荷物はおろそう 

走行の妨げとなる 
駐車はやめよう 

燃費 

約２％改善！ 

健康づくりのためには 1 日 60 分以上の身体活動が推奨されています。 

徒歩の場合 健康のために 1日 8000歩以上（約 6 ㎞）が目安です。 

まずは、普段の生活に＋10 分！ 

徒歩・自転車での移動を取り入れてみませんか。 

出典：厚生労働省『アクティブガイド 2023』 

10 分間で約 1３０ｃｃの 

燃料を消費 

燃費 

約 10％改善！ 

A/C の使用で燃費が 

約１２％悪化する場合も！ 

１００ｋｇの荷物で 

燃費が約３％悪化！ 

タイヤの空気圧不足で、 

市街地で約２％、 

郊外で約４％燃費悪化！ 

※成人の場合 

ガソリンを入れたら 

走行距離をチェック！ 

最初の５秒で、 

時速 20kmが目安！ 

STOP 迷惑駐車！ 

現在の車は 

基本的に暖機運転不要！ 

父島 母島 

６月： ４.０% 増 

７月： ３.７％ 増 

８月： ６.１％ 減 

９月： ０.７％ 増 

過去２年の同時期と比べて…※ 

※各島の発電所からの送電電力量（月別）データを基に、過去２年の送電電力量の平均値と 2026 年の送電電力量を比較しています。 

過去２年の同時期と比べて…※ 

６月： ４.８％ 増 

７月： ４.２％ 増 

８月： １.７％ 減 

９月： １.６％ 増 0
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入港日 年末調整等説明会(母島)

眼科専門診療(父島)(～11/3) 個別意見交換会(母島)

都ノヤギ排除 母島巡回ペット診療・相談

母島アカギ木工教室 出港日
個別意見交換会(母島)

母島巡回ペット診療・相談

シロアリ対策事業申込期間(～11/26)

保守作業に伴うテレビ放送の一時休止(父島) 都ノヤギ排除

母島アカギ木工教室

出港日 都ノヤギ排除

防災行政無線による全国一斉緊急情報伝達試験 入港日
定期予防接種 都ノヤギ排除

都ノヤギ排除

保守作業に伴うテレビ放送の一時休止(母島) 小笠原村健康診断(母島)

公認心理師による子育てセミナー(母島)申込締切

オイルフェンス展張訓練/都ノヤギ排除

父母交流スポーツ大会 小笠原村健康診断(母島)

都ノヤギ排除

入港日 出港日
父母交流スポーツ大会

公認心理師による子育て個別相談(母島)

公認心理師による子育てセミナー(母島)

都ノヤギ排除

公認心理師による子育て個別相談(父島・母島) 小笠原村健康診断(父島)(～11/29)

小笠原高等学校授業公開週間(～11/13) 村ノヤギ駆除

耳鼻咽喉科専門診療(母島)(～11/10)

公認心理師による子育て個別相談(父島) 母島巡回労働相談

公認心理師による子育てセミナー(父島)申込締切

出港日 育児学級(離乳食の会)(父島)申込締切

防災行政無線による全国一斉緊急情報伝達試験

公認心理師による子育て個別相談(父島)

公認心理師による子育てセミナー(父島)

『マイマイのイマ』講演会

乳幼児健診・歯科健診(父島)　 電話による無料法律相談

耳鼻咽喉科専門診療(父島)(～11/16) シロアリ対策事業(母島)(～12/4)

村ノヤギ駆除 都ノヤギ排除

小笠原村健康診断予約受付締切 入港日
父島保育園入園説明会 都ノヤギ排除

都ノヤギ排除

入港日
都ノヤギ排除

年末調整等説明会(父島) 個別意見交換会(母島)

BONIN ISLAND JAZZ 2026 育児学級(離乳食の会)(父島)

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日(開館時間：午後２:30～５:00)

※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　2日・4日・6日・9日・11日・13日・16日・18日・20日・25日・27日・30日

30 月15 日

土 29 日

28 土金

14

13

火

27 金12 木

月日

11

10

水 26 木

25 水

21 土

9

8

月 24 火

23

17 火

7

金

6 金

土 22 日

5 木 20

4 水 19 木

日

3 火 18 水

2 月

16 月

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

11月のカレンダー

文化の日

勤労感謝の日


